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は
じ
め
に

　

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
に
起
こ
っ
た
西
南
戦
争
を
、
時
事
報
道
的
に
描

い
た
錦
絵
群
は
、
一
般
に
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
幕
末

か
ら
活
躍
し
て
き
た
浮
世
絵
師
が
筆
を
執
り
、
戯
作
者
も
そ
の
制
作
に
携

わ
っ
た
こ
の
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
は
、
事
件
の
盛
り
上
が
り
に
便
乗
し
て

出
版
さ
れ
た
そ
の
際
物
的
な
性
格
か
ら
、
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
今
、
美
術
史
の
み
な
ら
ず
文
学
史
の
空

白
域
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
空
白
域
を
埋
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
も

ま
た
不
明
瞭
な
部
分
を
多
く
残
す
、
明
治
十
年
頃
の
出
版
界
の
様
相
が
描

け
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
研
究
の
俎
上
に
載
せ
よ
う
と
し

て
も
、
そ
の
数
は
あ
ま
り
に
多
く
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
き
た
。

　

た
だ
し
、「
西
南
戦
争
錦
絵
」
を
特
集
し
た
画
集
は
、
既
に
備
わ
る
。

中
で
も
、小
西
四
郎
編『
錦
絵 

幕
末
明
治
の
歴
史
８　

西
南
戦
争
』（
講
談
社
、

昭
和
五
十
二
年
）
や
塩
谷
七
重
郎
編
『
西
南
戦
争
と
福
島
県
人
』（
歴
史
春
秋
社
、

平
成
三
年
）
な
ど
が
最
も
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
既
存
の
画
集

は
、
大
判
三
枚
続
物
を
そ
の
中
心
に
据
え
て
お
り
、
大
判
に
せ
よ
中
判
に

せ
よ
、一
枚
物
は
付
け
足
し
程
度
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
一
枚
物
が
大
判
三
枚
続
物
に
比
べ
、
ど
う
し
て
も
見
劣
り
が
す

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
画
面
が
小
さ
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
粗
描

な
画
も
多
い
の
が
一
枚
物
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
戦
況
等
を
伝
え
る
文

字
情
報
を
充
実
さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
や
は
り
画
集
と
い
う
性
質
上
、
一

枚
物
は
そ
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
当
時
の
人
々
は
、「
西
南
戦
争
錦
絵
」
を
鑑
賞
用
の
美
術
品
と

し
て
で
は
な
く
、
第
一
義
的
に
は
、
戦
況
を
伝
え
て
く
れ
る
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
享
受
し
て
い
た
こ
と
が
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
画
の
出

来
映
え
や
迫
力
と
い
う
点
に
お
い
て
は
や
や
見
劣
り
が
す
る
一
枚
物
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
文
字
情
報
を
充
実
さ
せ
て
西
南
戦
争
報
道
の
一
翼
を

確
か
に
担
っ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
三
枚
続
物
と
同
様
に
重
要
な
資

料
群
で
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
枚
物
が
、実
に
様
々
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
大
判
三
枚
続
物
は
、

大
画
面
に
戦
闘
場
面
や
陣
中
の
様
子
を
描
き
、
そ
の
画
の
説
明
文
を
載
せ

　
　
西
南
戦
争
揃
物
錦
絵
集
成
稿

　
　
　
　
　
―
「
有
の
そ
の
ま
ま
」（
大
阪
・
金
井
徳
兵
衛
編
輯
兼
出
版
、
明
治
十
年
三
月
刊
行
）
―
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た
も
の
が
一
般
的
だ
が
、
一
枚
物
は
、
瓦
版
風
の
体
裁
に
文
字
情
報
を
充

実
さ
せ
て
戦
況
を
報
知
し
た
錦
絵
新
聞
、「
官
」「
賊
」
双
方
の
主
立
っ
た

者
た
ち
を
取
り
上
げ
て
そ
の
略
歴
を
記
し
た
肖
像
画
、
さ
ら
に
は
風
刺
画

な
ど
も
あ
り
、
そ
の
全
容
は
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
多
種
多
様
な
一
枚
物
を
概
観
す
る
に
は
、
刊
行
順
に
一
つ
一
つ
拾

い
上
げ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
外
題
（
題
名
）
の
下
に
連
作
さ
れ
た

揃
物
ご
と
に
、
集
め
て
覧
て
い
く
こ
と
が
適
当
だ
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ら
を
「
西
南
戦
争
揃
物
錦
絵
」
と
仮
称
し
、
こ
れ
ま
で
収
集
・
整
理

し
て
き
た
そ
の
成
果
を
、
今
後
継
続
的
に
報
告
し
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
、「
西
南
戦
争
揃
物
錦
絵
」
と
仮
に
称
す
る
も
の
の
、「
揃
物
」

と
し
て
完
全
な
か
た
ち
で
現
存
し
て
い
る
も
の
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。

現
代
に
お
い
て
も
、
何
か
一
つ
の
シ
リ
ー
ズ
物
を
完
全
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
き
る
人
は
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
途
中
で
刊

行
を
打
ち
切
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
調
査
・
収
集
で
得
ら
れ
た
資
料
を
基
に
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
数

の
揃
物
か
ら
、
お
お
よ
そ
の
刊
行
順
に
、
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
ゆ
こ
う
と

思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　

 「
有
の
そ
の
ま
ま
」
に
つ
い
て

　
「
有
の
そ
の
ま
ま
」
は
、
大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
錦
絵
新
聞
の
一
つ
で
、

初
号
は
西
南
戦
争
の
開
戦
か
ら
お
よ
そ
一
か
月
後
の
、
明
治
十
年
三
月
の

刊
行
で
あ
る
。
大
阪
出
来
の
錦
絵
新
聞
を
ま
と
め
た
、
土
屋
礼
子
『
大
阪

の
錦
絵
新
聞
』（
三
元
社
、平
成
七
年
）
は
、第
一
部
第
五
章
で
十
三
番
目
に
「
有

の
そ
の
ま
ま
」
を
取
り
上
げ
て
、
以
下
の
よ
う
な
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

⑬
『
有
の
そ
の
ま
ま
』：
大
判
で
囲
み
枠
が
な
く
瓦
版
的
な
体
裁
が

特
徴
。
西
南
戦
争
の
報
道
の
み
を
扱
っ
た
シ
リ
ー
ズ
。
明
治
十
年
三

月
に
発
行
さ
れ
、
全
部
で
二
十
号
あ
る
。
編
集
出
版
人
は
金
井
徳
兵

衛
（
⑪
『
錦
画
百
事
新
聞
』
の
編
集
者
と
同
じ
人
物
だ
が
、
未
詳
）。
絵
師
に
つ
い
て

は
記
名
が
な
い
。

　

土
屋
氏
が
調
査
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
西
垣
文
庫
の
他
に
、
西
大

寺
文
化
資
料
館
（
岡
山
県
西
大
寺
市
）
も
ま
た
、
こ
の
「
有
の
そ
の
ま
ま
」
を

初
号
か
ら
二
十
号
ま
で
揃
え
て
い
る
が
、
同
氏
の
こ
の
先
駆
的
な
著
書
の

刊
行
か
ら
既
に
二
十
年
余
り
が
経
っ
た
現
在
、
新
資
料
も
見
つ
か
り
、
若

干
の
補
筆
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
来
は
一
枚
物
で
あ
る
も
の
を
帖
仕
立
て
に
し
た
北
九
州
市
立
大
学
所

蔵
「
有
の
そ
の
ま
ま
」
は
、
初
号
か
ら
二
十
三
号
ま
で
を
揃
え
て
お
り
、

新
た
に
二
十
一
号
、
二
十
二
号
、
二
十
三
号
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
た
だ
し
、
二
十
号
ま
で
は
「
鹿
児
島
県　

有
の
そ
の
ま
ま
」
で

あ
っ
た
外
題
が
、
二
十
一
号
以
降
「
夏
陣　

有
の
そ
の
ま
ま
」
に
変
わ
っ

て
は
い
る
。
そ
れ
で
も
、
編
輯
出
版
人
は
同
じ
く
金
井
徳
兵
衛
で
あ
る
こ

と
、
届
日
も
ま
た
そ
れ
ま
で
と
同
じ
く
「
明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
二
十
号
よ
り
以
前
の
「
夏
陣　

有
の
そ

の
ま
ま
」
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
揃
物
と
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見
な
せ
よ
う
。

　

ま
た
、
二
十
一
号
の
み
に
で
は
あ
る
が
、
画
面
右
下
に
「
貞
信
画
」
と

彫
ら
れ
た
落
款
を
確
認
で
き
、
画
工
と
し
て
浮
世
絵
師
の
二
代
長
谷
川
貞

信（
以
下
、貞
信
）が
、そ
の
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
無
論
、

外
題
に
若
干
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
の
二
十
一
号
か
ら
、
貞
信
が
画
工
を
務

め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
筆
は
初
号
か
ら

二
十
三
号
ま
で
、
変
わ
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

こ
の
編
輯
出
版
人
の
金
井
徳
兵
衛
と
、
浮
世
絵
師
二
代
長
谷
川
貞
信
の

関
係
に
つ
い
て
も
、前
掲
の
『
大
阪
の
錦
絵
新
聞
』
に
詳
し
い
。
同
書
は
、

「
大
阪
で
は
最
も
多
く
号
を
重
ね
た
錦
絵
新
聞
で
、
一
九
〇
号
（
明
治
九
年
九

月
二
五
日
付
）
ま
で
出
版
さ
れ
」
た
と
い
う
「
錦
画
百
事
新
聞
」
に
つ
い
て
、

同
紙
初
号
よ
り
貞
信
が
画
工
を
務
め
、
同
紙
二
十
号
か
ら
は
金
井
徳
兵
衛

が
編
輯
人
と
な
り
、
最
終
号
ま
で
こ
の
二
人
が
そ
の
刊
行
に
携
わ
っ
て
い

た
事
実
を
教
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
西
南
戦
争
勃
発
の
報
に
接

し
た
両
名
は
、西
南
戦
争
報
道
に
特
化
し
た
錦
絵
新
聞
「
有
の
そ
の
ま
ま
」

の
刊
行
へ
乗
り
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
有
の
そ
の
ま
ま
」
本
文
に
は
、「
西さ
い
な
ん南
暴そ
う
ど
う動
の
始は
じ
ま

り
よ
り
、
を
い
を

い
各し
よ
し
よ処
の
戦た
た
か
ひ撃
を
有あ
り

の
其そ
の
ま
ま侭
し
ら
せ
ま
す
」（
十
一
号
）
と
あ
る
が
、
西
南

戦
争
を
伝
え
た
実
録
風
読
み
物
や
錦
絵
と
同
様
、
画
も
本
文
も
新
聞
記
事

を
種
に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
と
、
実
録
風
読
み
物
や
錦
絵
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
南
戦
争
と
錦
絵
︱
報
道
言
説
の
展
開

と
明
治
一
〇
年
代
の
出
版
界
︱
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
90
号
、
平
成
二
十
六
年
五
月
）

で
詳
述
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、「
有
の
そ
の
ま
ま
」
一
号
は
、
明
治
十

年
三
月
二
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』
や
同
日
付
『
大
阪
日
報
』
な
ど
の
紙

面
で
掲
載
さ
れ
た
「
行
在
所
達
第
五
号
」（
明
治
十
年
二
月
二
十
五
日
、
太
政
大
臣

三
条
実
美
）
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
記
事
と
同
様
に
、

当
時
巷
に
流
れ
て
い
た
風
聞
を
も
取
り
上
げ
、
騎
乗
の
戦
士
が
周
囲
の
敵

を
蹴
散
ら
し
、（
四
、二
十
一
号
）、
長
刀
を
手
に
し
た
「
女
隊
」
が
戦
い
（
七
、

十
五
号
）、
両
軍
の
将
が
騎
馬
で
刃
を
交
え
る
（
十
二
、十
八
号
）
よ
う
な
、
実
際

と
は
か
け
離
れ
た
画
も
ま
た
描
い
て
い
る
。
無
論
、
そ
う
し
た
荒
唐
無
稽

な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
十
四
号
な
ら
び
に
十
七
号
で
は
、
熊
本
城
を

中
心
と
し
て
、「
熊
本
国こ
く
か
い界
、
里み
ち
の
り程
并
に
官
軍
諸
将
方
の
陣じ

営ん

、
焼
土
の

場ば
し
よ所
、
戦た
た
か
ひ争
の
街ち
□
□

、
賊ぞ

く軍
の
屯あ
つ
ま
り集
処ど
こ

な
ど
」（
十
四
号
）
を
示
し
た
絵
図
も

描
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
、「
鹿
児
島
県　

有
の
そ
の
ま
ま
」
と
し
て
は
最
終
号
に
あ
た
る

二
十
号
は
、
四
月
二
十
四
日
及
び
同
月
二
十
六
日
付
『
大
阪
日
報
』
記
事

を
そ
の
典
拠
と
し
て
お
り
、「
同
五
月
出
版
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
夏

陣　

有
の
そ
の
ま
ま
」
と
外
題
が
変
わ
っ
た
二
十
一
号
は
、
出
版
日
が
空

欄
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
調
べ
て
み
れ
ば
そ
れ
は
、
明
治
十
年
七
月
四

日
付
『
大
阪
日
報
』
記
事
な
ど
が
そ
の
典
拠
と
な
っ
て
お
り
、
二
十
号
と

二
十
一
号
の
間
に
は
、
二
か
月
ほ
ど
の
休
刊
期
間
が
判
明
す
る
。
新
聞
紙

上
で
は
、相
も
変
わ
ら
ず
戦
争
報
道
が
盛
ん
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
有
の
そ
の
ま
ま
」
が
刊
行
を
一
時
中
断
し
た
そ
の
理
由
は
、
一
体
何
故

で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
土
屋
氏
の
『
大
阪
の
錦
絵
新
聞
』（
前
掲
）
に
、

興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
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不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
錦
絵
新
聞
は
、
明
治
八
（
マ
マ
）年
三
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
集
中
的
に
出
さ
れ
た
後
、忽
然
と
消
滅
し
て
い
る
。

戦
闘
自
体
は
九
月
末
に
西
郷
ら
が
自
刃
し
て
終
結
す
る
ま
で
続
き
、

そ
の
間
も
戦
争
報
道
に
対
す
る
需
要
は
あ
っ
た
は
ず
で
、
商
売
と
し

て
う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
っ
た
と
は
想
定
し
が
た
い
。
お
そ
ら
く
政
府

関
係
機
関
か
ら
の
干
渉
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
推
測
の
域
に
と
ど
ま
る
。

　

大
阪
で
刊
行
さ
れ
た
錦
絵
新
聞
に
限
っ
て
言
え
ば
、
錦
絵
新
聞
「
ま
こ

と
の
電し
ら
せ知
」（
大
阪
、
鈴
木
利
兵
衛
版
）
は
、
確
か
に
「
四
月
出
板
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
以
降
は
刊
行
が
途
絶
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
有
の
そ

の
ま
ま
」
も
ま
た
、五
月
に
入
っ
て
刊
行
を
途
切
れ
さ
せ
て
い
た
。
だ
が
、

西
南
戦
争
報
道
に
特
化
し
た
錦
絵
新
聞
が
皆
無
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、六
月
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
と
み
え
る
錦
絵
新
聞
「
征
討
電
聞
」（
大
阪
、

沢
田
由
松
版
）
な
ど
も
あ
る
。
そ
し
て
、
新
資
料
「
夏
陣　

有
の
そ
の
ま

ま
」
二
十
一
号
、二
十
二
号
、二
十
三
号
の
発
見
に
よ
り
、七
月
以
降
「
有

の
そ
の
ま
ま
」
が
復
刊
し
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
土
屋
氏
の
推
測
の
よ
う

に
、
政
府
関
係
機
関
か
ら
の
干
渉
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
干
渉

は
わ
ず
か
一
、二
か
月
ほ
ど
で
機
能
し
な
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、西
南
戦
争
期
に
お
け
る
貞
信
と
金
井
徳
兵
衛
と
の
共
作
は
、

「
有
の
そ
の
ま
ま
」
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、実
録
風
の
読
み
物
『
鹿
児
島
電
信
』

に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
同
書
六

号
ま
で
し
か
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
九
州
市
立
大
学
で
七
号
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
、
少
な
く
と
も
七
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
七
号
で
も
未
完
で
あ
る
。
八
号
以
降
も
刊
行
さ
れ

た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
参
考
ま
で
に
、以
下
に
『
鹿
児
島
電
信
』

の
書
誌
を
ま
と
め
る
。

鹿
児
島
電
信
。木
版
。中
本
。七
号
七
冊
存
。四
つ
目
綴
じ
。摺
付
表
紙
。

各
号
本
文
十
丁
。
一
冊
四
銭
五
厘
。「
明
治
十
年
四
月
十
七
日
御
届

／
同
四
月
出
版
」（
初
～
七
号
）。
編
集
出
版
人
金
井
徳
兵
衛
（
阪
府
第
三
大

区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地
）。
摺
付
表
紙
に
は
二
代
長
谷
川
貞
信

の
落
款
を
確
認
で
き
、
各
号
異
な
る
彩
色
木
版
の
見
返
し
画
と
、
各

号
五
図
の
挿
絵
を
備
え
る
。
西
南
戦
争
に
取
材
し
た
読
本
体
裁
の
実

録
的
読
み
物
。
七
号
は
、
三
月
下
旬
の
植
木
・
木
留
方
面
の
戦
い
か

ら
、
七
月
下
旬
の
都
城
陥
落
ま
で
を
描
く
。

　

最
後
に
、
西
南
戦
争
期
の
貞
信
は
驚
く
ほ
ど
の
作
画
依
頼
を
引
き
受
け

て
お
り
、
決
し
て
金
井
徳
兵
衛
と
の
み
仕
事
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
例
え
ば
、
揃
物
錦
絵
で
は
、『（
鹿
児
島
県
）
人

名
録
』（
大
阪
、
前
田
喜
次
郎
版
）、『
方
今
有
名
録
』（
大
阪
、
前
田
喜
次
郎
版
）、『（
鹿

児
島
県
）
英
勇
伝
』（
大
阪
、田
中
安
治
郎
版
）、『（
明
治
十
年
）
鹿
児
嶋
西
郷
記
』

（
大
阪
、
矢
氏
版
）
な
ど
が
あ
り
、
大
阪
の
絵
草
紙
屋
か
ら
の
注
文
を
広
く
受

け
付
け
て
い
た
。
ま
た
、
前
掲
『
鹿
児
島
電
信
』
と
同
様
の
実
録
的
読
み

物
と
し
て
は
、
大
阪
の
八
尾
徳
蔵
が
編
集
出
版
人
を
務
め
た
『
薩
徒
一
乱

聞
事
録
』
に
も
挿
絵
を
描
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
金
井
徳
兵
衛
と
は
手
が
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け
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
判
三
枚
続
の
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
が
優
に
十
点

以
上
は
確
認
で
き
る
。

　

貞
信
は
、
雷
斎
年
基
や
玉
亭
芳
峰
と
共
に
、
西
南
戦
争
期
の
大
阪
の
人

気
絵
師
と
し
て
数
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ

た
い
。

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖　

❖

「
有
の
そ
の
ま
ま
」

　

大
判
一
枚
物
。
金
井
徳
兵
衛
編
輯
兼
出
版
（「
阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通

一
丁
目
十
一
番
地
」（
初
号
））。
画
工
不
詳
（
た
だ
し
、
二
十
一
号
に
の
み
二
代
長
谷
川
貞
信
の

落
款
を
確
認
）。
初
～
二
十
三
号
存
。
外
題
は
、
初
～
十
二
、十
四
～
二
十
号

ま
で
「
鹿
児
島
県　

有
の
そ
の
ま
ま
」、
十
三
号
は
「
有
の
そ
の
ま
ま
」、

二
十
一
～
二
十
三
号
ま
で
「
夏
陣　

有
の
そ
の
ま
ま
」。
御
届
日
は
、
二

号
に
の
み
「
明
治
十
年
三
月
六
日
御
届
」
と
あ
る
が
、
そ
の
他
二
十
一
号

ま
で
「
明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
」（
た
だ
し
、
十
六
、十
八
、二
十
二
、二
十
三
号
に
は

記
載
な
し
）。
初
～
八
号
ま
で
「
同
三
月
出
版
」、
九
～
十
九
号
ま
で
「
同
四

月
出
版
」（
た
だ
し
、
十
六
及
び
十
八
号
に
は
記
載
な
し
）、
二
十
号
「
同
五
月
出
版
」、

二
十
一
～
二
十
三
号
は
出
版
月
の
記
載
な
し
。
定
価
一
銭
二
厘
（
七
、八
号
に

記
載
）。

凡
例

一
、	

底
本
に
は
、
北
九
州
市
立
大
学
所
蔵
の
「
有
の
そ
の
ま
ま
」
を
採
用
し
た
。

一
、	

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
易
さ
を
第
一
義
と
し
、
私
に
句
読
点
、
濁
点
を

施
し
た
。会
話
や
心
中
表
現
部
分
に
は
、「　

」を
付
し
た
箇
所
も
あ
る
。ま
た
、

踊
り
字
（
ゝ
、
ヽ
、
〳
〵
な
ど
）
は
開
い
た
。

一
、	

漢
字
の
字
体
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
た
が
、
一
部
底
本
に
従
っ
て
、
正
字

及
び
旧
字
体
を
使
用
し
た
部
分
も
あ
る
。

一
、	

傍
訓
は
残
し
た
。
傍
訓
と
送
り
仮
名
の
一
部
が
重
複
し
て
い
る
箇
所
は
、
そ

の
ま
ま
翻
字
し
た
。

一
、	

敬
意
を
表
す
闕
字
は
反
映
し
て
い
な
い
。

一
、	

明
ら
か
な
誤
字
は
訂
し
て
、
欄
外
に
そ
の
旨
を
注
記
し
た
。
脱
字
は
（　

）

を
付
け
て
補
っ
た
。

一
、	

判
読
不
能
の
文
字
は
、
該
当
す
る
文
字
数
分
を
□
で
補
っ
た
。

一
、
※
を
付
け
て
注
を
施
し
た
。
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鹿
児
島
県
　
有あ
り

の
そ
の
ま
ま
　
初
号

そ
も
そ
も
今こ

ん
ど般
鹿
児
島
県
下
暴そ

う

挙ど
う

の
発を

こ

り
は
、
本こ

と
し年
一
月
三
十
一
日
夜
を
初は

じ

め
、
県く

に下
の
弾た

ま

薬く
す
り

庫く
ら

へ
、
逆ぎ

や
く
と徒
多た

に
ん人
数
不ふ

ゐ意
に
押を

し

入
り
、
小こ

づ
つ銃
、
弾
薬
あ
ま

た
奪

（
う
）ば
い
と
り取
、
二
月
二
日
、
三
日
の
夜
に
は
、
又
も
同ど

う
し
よ処
へ
乱み

だ

れ
入
り
、
堅つ

護め

の
官や

く
に
ん史
を
騒さ

は

が
し
、
倉
庫
に
残の

こ

れ
る
物し

な品
を
こ
と
ご
と
く
掠か

す

め
取と

り
、
標か

け
ふ
だ札

を
掲か

け
改
め
、
不つ

づ
い
て日
郵ゆ

う
び
ん便
太
平
丸
が
鹿
児
嶋
港み

な
と

へ
帰か

へ
り航
、
碇と

ま
り泊
を
見
懸

け
、
乗の

り
く
み組
の
官
員
を
引
と
ど
め
、
兵
器
を
ふ
る
ふ
て
各と

こ
ろ
ど
こ
ろ所
を
徘あ

ち
こ
ち徊
す
る
は
、

容た

だ易
な
ら
ぬ
形あ

り
さ
ま状
の
た
め
、
高た

か
を雄
丸
に
て
、
河
村
海
軍
大
輔
、
林
内
務
少
補

の
両ふ

た
り公
を
現こ

と
ご
と状
取と

り
た
だ
し糺
と
し
て
、
鹿
児
島
へ
む
か
は
れ
し
に
、
県け

ん官
へ
の
使つ

か

ひ
、

属く
わ
ん官
二ふ

た
り員
を
拘ひ

き
と
め留
し
、
鉄て

つ
ほ
う炮
を
そ
な
へ
に
舩
を
操く

り
い
だ出
し
て
、
該も

と
ふ
ね舩
に
迫
り
、

筒つ
つ
さ
き先
を
開ひ

ら

く
べ
き
ふ
る
ま
ひ
に
、
該も

と
ふ
ね舟
は
纜

と
も
づ
な

を
解と

き
、
近ち

か
く傍
の
海う

み
べ岸
へ
碇

い
か
り

を
投を

ろ

し
、大
山
県け

ん
れ
い令
へ
事こ

と
が
ら情
を
糺た

だ

す
に
、逆わ

る
も
の徒
は
倉く

ら
の
も
の

庫
弾
薬
を
暴さ

は
が
し挙
し
て
よ
り
、

急き
う

を
駆は

し

り
、
当と

う
じ時
帰か

へ
り県
の
警け

い
さ
つ察
官や

く史
あ
ま
た
を
縛し

ば

り
、
忘な

き
こ
と説
を
錺か

ざ

り
、
人ひ

と
ご
こ
ろ心

を
動う

ご

か
し
、
兇わ

る
も
の徒
を
聚あ

つ
め

る
形し

は
ざ跡
を
見
認と

め
、
両お

ふ
た
り公
帰か

へ
り京
、
上も

ふ
し
あ
げ奏
と
な
り
た

る
折を

り
か
ら柄
、
去
る
十
八
日
に
は
、
西
郷
隆
盛
、
桐
野
利
秋
、
篠
原
国
幹
等ら

、
政

府
へ
尋じ

ん
も
ん問
を
名な

と
し
、凶は

る
も
の徒
を
引ひ

き
つ
れ率
し
、兵へ

い
き器
を
携た

づ
さ

へ
、熊
本
県け

ん
か下
に
乱ら

ん
ぼ
う暴
し
、

国
を
蔑あ

な
ど

り
、
治
世
を
妨
げ
る
挙さ

は
ぎ動
よ
り
、
す
で
に
征せ

い
と
う討
の
御
趣こ

と意
に
陥を

ち
い

り

た
る
こ
そ
顕そ

の
は
づ然
た
り
。

　
　

附
て
曰　

各と
こ
ろ
ど
こ
ろ所
の
開た

た
か
い戦
は
、
続つ

づ

い
て
図づ

ぐ
は画
を
報ほ

う

ず
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
三
月
出
版

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
逆
徒
」「
官
軍
」。

※
「
事
情
」
の
傍
訓
「
こ
と
づ
ら
」
を
訂
す
。
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鹿
児
島
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
二
号

偖さ
て

、
西さ

い
な
ん南
暴さ

わ
ぎ徒
の
勢せ

い
ぞ
ろ
へ揃
の
場ば

所
は
、
鹿
児
島
城じ

よ
う

正
門
の
外そ

と

、
大
下げ

ば場
跡あ

と

に
、

凡
二
十
歩
四し

め
ん面
に
柵さ

く

を
結ゆ

ひ
、
広ひ

ろ
び
ろ々

た
る
原の

ば
ら野
に
雪
降ふ

り

、
風
は
げ
し
く
、
肌は

だ

へ
を
削け

づ

る
午
前
六
時
、
私し

が
つ
こ
う

学
校
の
壮わ

か
も
の

年
輩
等ら

、
着き

流な
が

し
の
股も

も
ひ
き引
懸が

け
、
み
な

み
な
刀か

た
な

を
横
た
へ
、
前ぜ

ん
ご後
の
列れ

つ

の
擾あ

ら
そ
ひ雑
よ
り
、
同ど

し士
討う

ち

の
血ち

を
争あ

ら
そ

ひ
、
凡

お
よ
そ

其
勢
八
千
人
、
や
が
て
隊た

い

伍
を
備そ

な

へ
、
鉄て

つ
ぽ
う炮
、
火ひ

な
は縄
を
粧よ

そ
を

ふ
て
、
西
郷
の

勢せ
い

、
篠
原
勢
は
先さ

き
だ
つ立
て
、
鹿
子
嶋
県
を
跡あ

と

に
見
て
、
肥
後
水
俣
に
て
会く

は
い

陣じ
ん

す
。

○
二
月
廿
四
日
夜
、
三
好
、
野
津
の
両
将
、
近
衛
鎮
台
一
大
隊
づ
つ
率ひ

き

ひ
て
、

南
の
関
に
陣じ

ん

す
。
○
廿
五
日
、兵へ

い

を
分わ

か

つ
て
、高
瀬
、山
鹿
の
戦せ

ん
そ
う争
。
○
廿
六
日
、

山
鹿
よ
り
進す

す
み撃
、
前
田
、
達
磨
返か

へ

し
坂
の
戦た

た
か

ひ
。
暴ぼ

う
と徒
、
閑か

ん
ど
う道
よ
り
出お

し
い
だ発
し

て
、
官く

は
ん
ぐ
ん軍
大
苦く

せ
ん戦
。
○
廿
七
日
、
激た

た
か
ひ戦
。
暴ぞ

く徒
散さ

ん

々
追を

い
う
た討
れ
、
破や

ぶ

れ
た
り
。

該そ
の
ひ日
、
官
軍
大
勝か

ち利
の
電で

ん
し
ん報
達た

つ

し
。
○
廿
八
日
、
暴ぼ

う
と徒
、
此
日
の
敗ま

け北
を
雪

す
す
が

ん
と
、
南
の
関
よ
り
戦い

く
さ場
を
開ひ

ら

き
た
れ
ど
も
、
利り

な
く
し
て
破や

ぶ

れ
、
ま
た
、

暴ぼ
う
と徒
軍ぐ

ん
ち
う中
に
は
、
作こ

し
ら
へ銘
の
籏は

た

を
押を

し
た
て立
し
は
、
下ば

つ
か
ら

等
輩
が
手
か
ら
出い

づ

る
も
の
と

い
ふ
。
○
三
月
一
日
に
は
休き

う
せ
ん戦
な
り
。
○
跡あ

と

は
次つ

づ
い
て号
に
追お

い
お
い々

報し
ら

す
。

明
治
十
年
三
月
六
日
御
届
／
同
三
月
出
版

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
西
郷
隆
盛
」「
桐
野
利
秋
」「
篠
原
国
幹
」「
官
軍
」。

※
下
等
（
ば
つ
か
）
＝
手
下
と
い
う
意
の
「
幕
下
（
ば
く
か
）」
の
音
変
化
。



生　住　昌　大

－ 8 －

鹿
児
島
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
三
号

熊
本
城
外
地じ

ら
い
く
は

雷
火

サ
ア
サ
ア
、
鹿か

ご
し
ま

児
嶋
の
暴そ

う
ど
う挙
は
、
追を

ゐ

々
よ
い
噂う

は
さ

を
聞き

き

ま
す
。
二
月
二
十
二

日
、
二
十
三
日
両ふ

つ
か日
の
戦た

た
か
ひ争
は
、
官く

は
ん
ぐ
ん軍
、
破は

ち
く竹
の
勢い

き
ほ

ひ
に
て
、
賊ぞ

く
せ
い勢
を
味み

か
た方

ち
か
く
充じ

う

ぶ
ん
に
引ひ

き
い入
れ
引
入
れ
、
其こ

こ斯
こ
そ
得ゑ

た
り
と
い
ふ
や
否い

な

、
俄

に
は
か

に
地じ

ら
い
く
は

雷
火
発は

つ

し
た
れ
ば
、
賊ぞ

く勢
は
あ
ま
た
空そ

ら

へ
打う

ち

揚あ

げ
ら
れ
、
地ち

に
斃た

を

れ
、

死し
に
ん傷
す
く
な
か
ら
ず
。
此こ

の

急き
う
へ
ん策
に
、
賊
は
城し

ろ

に
近ち

か

づ
く
こ
と
あ
た
は
ず
。
官

軍
、
勝か

ち利
数た

び
た
び度
。
籠ろ

う
じ
よ
う城
の
手て

あ
て当
も
充じ

う
ぶ
ん分
に
て
、
廿
七
日
の
戦い

く
さ
ば場
に
は
、
賊ぞ

く
し
よ
う将

村
田
新
八
は
深ふ

か
で傷
を
負を

ひ
、
双そ

う
は
う方
し
ば
し
ば
休
戦
。
不や

が
て日
、
官
軍
大た

い
き
よ挙
に

し
て
進す

す

ま
ん
景あ

り
さ
ま況
。
ま
た
、
賊
方
に
は
民ま

ち間
の
焔え

ん
せ
う硝
を
捜さ

が

す
に
、
最も

は
や
其

人に
ん
そ
く
ち
ん

足
賃
を
払
ふ
事
を
得え

ざ
る
ほ
ど
、
兵へ

い
き気
お
と
ろ
へ
る
体て

い
さ
い裁
な
れ
ば
、
此
た

よ
り
を
き
き
、
皆
さ
ん
か
な
ら
ず
世せ

け
ん間
の
浮な

き
こ
と説
を
信ま

こ
と

と
せ
ず
、
安
心
な
さ
れ

と
、
吉き

つ
ほ
う報
を
示し

め

す
。
後
は
を
い
を
い
、
次
号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
三
月
出
版

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

「
賊将

村
田
新
八
」。



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―

－ 9 －

鹿
児

嶋
県 

有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
四
号

は
ら
切
坂
、
官
軍
大
勝
利

つ
づ
い
て
、
御
安
心
の
た
め
、
鹿
児
島
一い

つ
け
ん件
を
お
し
ら
せ
申
ま
す
は
、
三
月

三
日
午
前
六
時
よ
り
、
熊
本
県け

ん
か下
の
山
鹿
、
高
瀬
、
二
タ
所
の
大
戦

た
た
か
い

は
、

昼
が
夜
る
や
ら
、
夜
る
が
ひ
る
や
ら
、
わ
か
ち
な
く
、
高
瀬
口
よ
り
打う

ち
い出

だ
さ
れ
た
る
官く

は
ん
ぐ
ん軍
は
、
木
の
葉
口
の
賊ぞ

く

を
ち
り
ぢ
り
に
破や

ぶ

り
、
屯た

む
ろ所
を
焼や

き
、
台だ

い

場ば

を
う
ば
ひ
、
明あ

く

る
四
日
と
攻せ

め

わ
た
り
、
腹は

ら
き
り切
坂
と
呼よ

び
名
せ
る
田

原
坂
へ
と
揉も

み

だ
し
揉
だ
し
、
砲だ

い
ば台
三
ヶ
所
を
せ
め
と
り
、
木
の
根ね

、
岩い

は

か
ど
、

篠し
の
や
ぶ藪
垣が

き

、
難な

ん
じ
よ所
を
ふ
み
こ
へ
、
別べ

つ
ぐ
ん軍
を
つ
い
で
吉
次
坂
ま
で
進す

す

ん
だ
り
〔
熊

本
よ
り
三
里
〕。
官
軍
、
勇ゆ

う
き気
は
じ
め
に
増ま

し
て
、
植
木
口
の
一い

つ
ぽ
う方
も
乗の

つ

と

る
猛い

き
ほ
ひ勢
。
山
鹿
は
、
は
や
く
炮
だ
い
を
築つ

き
、
海う

み
べ岸
河
内
口
の
進う

ち
あ
い撃
ま
で
、

官
軍
た
び
た
び
勝し

よ
う
り利
あ
り
。
そ
も
そ
も
、
動そ

う
ど
う挙
の
初は

じ

め
よ
り
、
野
津
、
三
好

の
両を

ふ
た
り将
は
、
敵て

き

の
陣じ

ん
ま
へ前
に
立た

ち
む向
か
は
れ
、
所し

よ
し
よ々

の
急き

う
せ
ん戦
、
大
か
た
な
ら
ず
。

千せ
ん
ぺ
ん
ば
ん
く
は

変
万
化
の
軍ぐ

ん
ば
い配
は
、
い
さ
ま
し
き
こ
と
ど
も
に
て
、
已す

で

に
賊ぞ

く

将
村
田
を

銃た
ま
き
づ傷
に
悩な

や

ま
せ
、
し
ば
し
ば
難な

ん
せ
ん戦
。
ひ
る
ま
ざ
る
は
、
一い

つ
き
と
う
せ
ん

騎
当
千
の
壮そ

う
ゆ
う勇
と

も
謂い

い

つ
べ
し
。
を
い
を
い
吉よ

い
た
よ
り報
を
次つ

ぎ号
に
御
し
ら
せ
い
た
し
ま
す
か
ら
、
御

あ
ん
し
ん（
の
）こ
と
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
三
月
出
版

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

「
大
阪
鎮
台
長　

陸
軍
少
将
三
好
君
」。

※
は
ら
切
坂
＝
明
治
十
年
三
月
十
四
日
付
『
仮
名
読
新
聞
』
記
事
に
は
、「
熊く

ま
も
と本

の
田た

は
ら
ざ
か

原
坂
の
地ち

け
い形
は
余あ

ま

り
高た

か

く
も
有あ

ら

ね
ど
或あ

る

ひ
は
上の

ぼ

り
或あ

る

ひ
は
下く

だ

る
九つ

づ
ら
を
り折
に
て

守ま
も

る
に
利り

に
し
て
攻せ

む
る
に
不ふ

べ
ん便
な
れ
ば
旧も

と

熊く
ま
も
と
は
ん

本
藩
の
士し

ぞ
く族
味み

は
此こ

の
さ
か坂
を
名な

づ

け
て
腹は

ら
き
り
ざ
か

切
坂
と
云い

ふ

其そ
の
ゐ意
は
敵て

き
が
た方
の
士し

そ
つ卒
熊く

ま
も
と本
の
城ぜ

う
ち
う中
に
入い

ら
ん
と
し
て
此こ

の
と
こ
ろ所
を

越こ
へ

ら
れ
な
ば
方か

た

に
て
此こ

の
と
こ
ろ所
を
守ま

も

る
将せ

う
へ
い兵
の
落を

ち
ど度
な
れ
ば
速

す
み
や
か

に
屠と

ふ
く腹
し
て
其そ

の
つ
み罪

を
謝し

や

す
る
の
例れ

い

な
り
と
故ゆ

ゑ

に
此こ

の
な名
あ
り
と
」
と
あ
る
。



生　住　昌　大
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鹿
児
島
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
五
号

偖さ
て

、
西せ

い
な
ん南
戦い

く
さ
ば地
、
官
軍
よ
り
焼や

き

は
ら
ひ
た
る
平ま

ち街
の
煙け

ぶ
り

い
ま
だ
尽つ

き
ざ
る

に
、
夜よ

も
ほ
の
ぼ
の
明あ

け
な
ん
こ
ろ
、
霧き

り

に
ま
ぎ
れ
、
賊ぞ

く
へ
い兵
は
熊
本
城し

ろ

の
壕ほ

り

ば
た
ま
で
ひ
た
と
押を

し

よ
せ
た
る
に
、
官
軍
は
は
じ
め
て
賊ぞ

く軍
が
野の

や
ま山
に
み
ち

み
ち
た
る
を
知し

り
、
か
ね
て
伏ふ

せ
も
ふ
け
た
る
地じ

ら
い
く
は

雷
火
の
地と

こ
ろ面
を
賊ぞ

く

ふ
ま
ず
。

西
郷
の
宿し

ゆ
く
じ
ん陣
前ま

え

に
は
、
小
高
き
土ど

て手
を
築つ

き
、
青
竹
を
や
ら
ひ
、
檜ひ

の
き木
の
板い

た

に
自じ

ぶ
ん銘
の
建た

て
ふ
だ札
な
せ
る
よ
し
。
其
本ほ

ん
ま
る営
は
川か

は
し
り尻
に
あ
り
て
、
熊く

ま
も
と

本
城
を
去さ

る

こ
と
一
里
。
西さ

い
ご
う郷
は
陣じ

ん
ち
う中
に
て
温ゆ

泉
に
浸い

り

し
、
囲い

ご碁
に
日ひ

を
暮く

ら

し
、
俳は

い
じ
ん人
、

茶ち
や
ぼ
う坊
を
よ
せ
て
悠ゆ

う
ゆ
う々

閑か
ん
く
は
ん寛
た
る
あ
り
さ
ま
な
り
、
と
風う

は
さ説
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
ふ
で
あ
ろ
う
。
跡あ

と

は
を
ゐ
を
ゐ
、
次つ

ぎ号
に
報し

ら

せ
ま
す
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
三
月
出
版

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
西
郷
ノ
臣
」「
西
郷
隆
盛
」。



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
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鹿
児
島
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
六
号

つ
づ
い
て
、
西か

ご
し
ま南
暴そ

う
ど
う動
、
熊
本
県け

ん下
の
続つ

づ
く

戦
た
た
か
ひ

の
は
な
し
は
、
官く

は
ん
ぐ
ん軍
は
田た

は
ら原

坂
の
囲か

こ

み
を
三
ヶ
所
ま
で
乗の

り
と取
り
、
残の

こ

る
一い

つ
ぽ
う堡
を
目め

が
け
、
陸り

く
ぐ
ん軍
士し

く
は
ん官
何な

に
が
し某

と
名な

の
つ乗
て
撃う

つ

て
入
り
、
縦ぢ

う
を
う横
無む

じ
ん尽
に
勇ゆ

う

を
震ふ

る

へ
ど
、
い
か
な
当あ

た

る
に
か
た
く
、

続つ
づ

く
手て

ぜ
い勢
と
七
人
と
も
枕ま

く
ら

を
な
ら
べ
討う

ち
じ
に死
せ
し
は
、
目め

ざ
ま覚
し
か
り
し
次し

だ
い第

な
り
〔
名
、
不わ

か
ら
ず詳
〕。
ま
た
、
熊
本
の
籠ろ

う
じ
よ
う城
は
堅じ

よ
う
ぶ箇
い
ふ
ま
で
も
な
け
れ
ど
、

外そ
と

廓く
る
は

竹
の
丸
石い

し
が
き垣
よ
り
、
賊ぞ

く
へ
い兵
を
し
入
り
た
る
に
や
。
一
と
夜よ

、
城じ

よ
う
な
い内
の

戦た
た
か
ふ争
物も

の
を
と音
、
諠か

ま
び

し
く
あ
り
し
が
、
其そ

の

薩さ
つ
へ
い兵
、
幾い

く
た
り銘
か
帰か

へ

り
来き

た

ら
ず
。
鏖

み
な
ご
ろ
し

に

な
り
し
や
ら
ん
、と
云い

い
あ
へ
り
。爰こ

こ

に
薩
兵
よ
り
一
騎き

当と
う
せ
ん千
と
勇ゆ

う

を
振ふ

る

つ
て
、

前
原
一
格
と
名な

の乗
つ
て
突つ

い

て
出い

で

た
る
は
、「
遠と

を

き
も
の
は
音お

と

に
も
聞き

け
。
予わ

れ

は

前
原
一か

づ
の
ぶ誠
の
弟を

と
と

な
る
が
、
さ
き
に
天て

ん
も
う網
を
逃の

が

れ
、
今
一い

つ
た
い隊
を
そ
な
へ
、
花は

な
ば
な々

し
く
兄あ

に

の
弔と

も
ら

ひ
軍い

く
さ

せ
ん
」
と
其そ

の
な銘
を
籏は

た

に
し
る
し
、
十
一
分
に
駆か

け
廻ま

は

り
、

薄う
す
で手
を
屈く

つ

せ
ぬ
若わ

か
む
し
や

武
者
を
、「
あ
れ
討う

ち

取と

れ
」
と
、
官
軍
は
口
々
に
呼よ

ば

わ
り
、

専も
つ
ぱ

ら
撃う

ち
あ合
ふ
あ
り
さ
ま
な
り
と
ぞ
。
跡あ

と

は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
三
月
出
版

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
西
郷
隆
盛
」「
篠
原
国
幹
」「
前
原
一
格
」「
官
軍
」。

※
竹
の
丸
＝
明
治
十
年
三
月
十
五
日
付
『
大
阪
日
報
』
記
事
に
は
、「
此
竹
の
丸

は
石い
し
が
き垣
の
丈た
け
や
う
や漸
く
一
丈
二
三
尺
に
過
ぎ
ず
最
も
登の
ぼ

る
に
便
と
な
る
所
に
し
て

慶
長
の
昔む
か
し

清
正
公
の
該
城
を
築き
づ

く
や
竹
の
丸
は
敵て
き

を
入
ら
し
む
地
と
な
さ
ん

而
し
て
鏖
み
な
ご
ろ
し

に
す
べ
し
と
」
と
あ
る
。

※
「
天
網
」
の
傍
訓
「
て
ん
か
う
」
を
訂
す
。



生　住　昌　大
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鹿
児
嶋
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
七
号

扨さ
て

も
、
西さ

い
な
ん南
戦い

く
さ争
に
つ
い
て
は
、
親お

や

を
見み

す
て
妻さ

い
し子
を
跡あ

と

に
し
て
、
勇ゆ

ゆ々

し

く
進し

ゆ
つ
た
つ発
を
な
す
と
い
ふ
も
、
忠ち

う
ゆ
う勇
義ぎ

し
ん心
一ひ

と
す
じ図
に
起を

こ

る
が
中な

か

に
も
、
熊
本
県け

ん下

士し
く
は
ん官
何な

に
が
し某
は
、
官
軍
の
隊く

み

に
加く

は

は
り
、
目
覚ざ

ま

し
き
討う

ち
じ
に死
を
遂と

げ
た
る
が
、
其そ

の

妻つ

ま女
は
か
く
と
聞き

く

よ
り
、「
は
れ
も
年と

し
つ
き月
国こ

く
を
ん恩
を
頂い

た
だ

き
、
む
な
し
く
自じ

め
つ滅
せ

ん
よ
り
は
、
い
で
や
夫を

つ
と

の
無む

ね
ん念
を
雪そ

そ
が

ん
」
と
、
女
な
が
ら
も
か
ひ
が
ひ
し

く
姿す

が
た

を
よ
そ
お
ひ
、
長な

ぎ
な
た刀
、
小
わ
き
に
か
ひ
込こ

ん
で
、「
お
の
れ
賊ぞ

く
へ
い兵
、
の

が
す
ま
じ
。
い
ざ
、出し

ゆ
つ
じ
ん陣
」と
い
ふ
折お

り

し
も
、こ
こ
に
年と

し

比ご
ろ

召め
し

遣つ
か

は
る
る
婢を

ん
な

は
、

袖そ
で

に
す
が
り
、「
ま
づ
待ま

ち

給
へ
。
わ
な
み
も
主
人
の
忠ち

う
し死
を
見
捨
る
に
よ
し
な

し
。
死し

で出
の
御
供と

も

仕
つ
か
ま
つ

ら
ん
」
と
、
見
返か

へ

り
も
せ
ぬ
妻つ

ま女
に
付
そ
ひ
、
戦せ

ん
じ
よ
う場

さ
し
て
出い

で

ゆ
く
。
向む

か

ふ
に
、
人
や
あ
る
は
、
ま
さ
し
く
賊ぞ

く
と党
の
連つ

れ類
な
れ
ば
、

手て

早ば
や

く
剣つ

る
ぎ

を
ふ
り
廻
し
、
切き

り

込こ

み
、
突つ

き

入
り
、
首く

び

を
は
ね
、「
よ
い
血か

ど
い
で祭
り
」

と
笑ゑ

み

み
を
ふ
く
み
、
戦い

く
さ
ば地
ふ
か
く
こ
み
入
り
こ
み
入
り
、
方ち

か
ご
ろ今
稀ま

れ

成
る
貞て

い
そ
う操

烈れ
つ
じ
よ女
、
今
巴と

も
へ

と
も
い
ふ
べ
き
か
。
を
し
む
ら
く
は
、
其そ

の

薫く
ん
め
い名
を
た
し
か
に
き

か
ず
。
お
い
お
い
確た

よ
り報
も
あ
り
ま
せ
う
か
ら
、
次
号
に
く
わ
し
く
を
し
ら
せ

申
ま
す
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
同
三
月
出
版
／
定
価
一
銭
二
リ
ン

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

※
巴
＝
巴
御
前
。
平
安
時
代
末
期
の
女
性
。『
平
家
物
語
』
等
で
、
一
騎
当
千
の

女
武
者
と
し
て
描
か
れ
た
。



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―

－ 13 －

鹿
児
嶌
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
八
号

続つ
づ
い

て
、
西さ

い
な
ん南
大お

ほ
い
く
さ戦
に
官
軍
巡じ

ゆ
ん
さ査
、
田た

は
ら原
坂
な
る
賊ぞ

く

の
囲か

こ
み

を
は
じ
め
、
所
々

を
こ
ぼ
ち
、
賊て

き方
に
は
必ひ

つ
し死
数あ

多ま
た

あ
り
し
が
、
其そ

の

傍あ
た
り

小
平
山
へ
忽こ

つ

然ぜ
ん

と
賊ぞ

く勢

あ
ら
は
れ
た
る
よ
り
、
官
軍
方
に
は
刀か

た
な

を
ひ
ら
め
か
し
、
敵て

き

の
前ぜ

ん
ご後
を
は

さ
ん
で
、
終つ

い

に
こ
こ
を
追を

ひ

退し
り

ぞ
け
、
つ
づ
い
て
賊ぞ

く

方か
た

は
、
熊
本
城
に
む
か

ひ
、
薩さ

つ
ま地
よ
り
取と

り

寄よ

せ
た
る
臼を

を
づ
つ砲
を
試こ

こ
ろ

み
ん
と
打う

ち

か
け
し
に
、
弾た

ま勢
を
よ
ば

ず
、
城し

ろ中
よ
り
撃う

ち

い
だ
す
大お

お
づ
つ砲
に
、
賊ぞ

く

大
い
に
損そ

ん

じ
た
り
。
賊ぞ

く
ぐ
ん軍
の
勇ゆ

う
き気
し

だ
い
に
ひ
る
み
、
死し

に
ん傷
も
多を

を

き
よ
り
、
今い

ま

は
西
郷
も
八
百
人
の
兵へ

い

を
率ひ

ひ
て
、

本じ

ん陣
を
祗ぎ

を
ん園
山
に
う
つ
し
、
い
よ
い
よ
戦た

た
か

ひ
い
づ
る
見み

こ
み込
な
り
と
い
ふ
。
篠

原
は
吉き

ち
じ次
坂
の
戦
い
に
死し

せ
し
と
き
く
。
村
田
新
八
は
深ふ

か
で手
を
負を

ひ
、
弟
三

之
介
は
戦う

ち
じ
に没
せ
り
。
吉
次
、
田
原
越こ

へ

に
て
は
、
賊ぞ

く

兵へ
い

、
刀か

た
な

を
抜ぬ

き
、
突つ

き
い入
れ

ど
も
、
利り

な
く
し
て
、
鍋
田
村
を
焼や

き
、
海か

い
ぐ
ん軍
の
た
め
に
、
白
浜
河
内
口
の

賊ぞ

く勢
は
、
砲

て
つ
ぽ
う

に
て
撃う

た

れ
た
り
。
西さ

い
ご
う郷
隆
盛
の
末を

と
を
と弟
小
平
は
討う

ち
じ
に死
し
、
こ
こ

に
官
軍
に
名
を
ゑ
し
吉
松
少
佐
君
は
、
勇ゆ

う

を
敵て

き
ち
う中
に
ふ
る
ひ
、
半
丁
ば
か
り

賊ぞ

く勢
を
退し

り

ぞ
け
、
を
し
む
ら
く
は
、
花は

な
ば
な
し
く

々
敷
討う

ち
じ
に死
せ
ら
れ
、
田
原
、
吉
次
の

戦た
た
か
ひ

に
、
大を

を
づ
つ砲
小こ

づ
つ銃
を
官
軍
分ぶ

ん
ど
り捕
あ
り
。
跡あ

と

は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
三
月
出
版
／
定
価
一
銭
二
リ
ン

編
輯
出
版
人　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
桐
野
利
秋
」「
村
田
新
八
」「
西
郷
隆
盛
」「
篠
原
国
幹
」「
吉
松
少

佐
君
」「
三
好
少
将
君
」「
西
郷
小
平
」「
野
津
少
将
君
」。

※
三
之
介
＝
正
し
く
は
、村
田
三
介
。高
城
七
次
の
弟
。第
十
七
聯
隊
旗
を
奪
ふ
も
、

三
月
十
一
日
に
鍋
田
に
て
戦
死
。



生　住　昌　大

－ 14 －

鹿
児
嶌
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
九
号

前さ

き号
に
つ
づ
く
西さ

い

南な
ん

の
戦い

く

撃さ

は
、
田
原
坂
、
植
木
口
の
賊ぞ

く

を
生い

け

捕ど

り
、
大を

を
づ
つ砲

小
銃づ

つ

を
官
軍
へ
分ぶ

ん
ど
り捕
あ
り
て
、
海う

み
べ路
よ
り
賊ぞ

く勢
の
背う

し
ろ

を
攻せ

め
た
る
に
、
賊
は

散さ
ん
ら
ん乱
し
、
ま
た
八や

つ
し
ろ代
の
士し

ぞ
く族
は
、
官
軍
の
た
め
勇ゆ

う

を
ふ
る
ひ
、
馳か

け

ま
は
る
勢

い
き
ほ

ひ
に
、
賊
兵
は
隈
府
へ
引ひ

き
あ
げ揚
け
る
よ
し
。
熊
本
へ
の
道み

ち

は
段だ

ん
だ
ん々

開ひ

ら
け
、
を

い
を
い
田
原
坂
本
道
、
閑
道
よ
り
進う

ち
で
る撃
官
軍
の
勝
利
、
数あ

ま
た多
塁か

こ
み

を
抜ぬ

き
取と

り
、

平
山
口
の
奮た

た
か
ひ戦
に
は
、
賊
の
正し

や
う
め
ん面
よ
り
攻せ

め

立
し
に
、
賊
隊せ

い

み
だ
れ
、
鉾ほ

こ
さ
き先
退

し
り
ぞ

き
、
敗は

い
そ
う走
の
色い

ろ

を
見
せ
た
り
。
す
で
に
先さ

き号
に
も
記し

る載
せ
し
西さ

い
ご
う郷
は
、
川か

は
じ
り尻

の
本ほ

ん

陣じ
ん

を
北
岡
郷ご

う

に
う
つ
し
た
る
折お

り

し
も
、
右う

よ
く翼
と
頼た

の

み
た
る
篠
原
を
初

め
、
西
郷
小
平
は
戦せ

ん
し死
を
告つ

げ

た
り
。
別
府
新
助
は
深ふ

か
で手
を
負を

ひ
た
り
。
賊
兵

は
必ひ

つ
し死
を
極き

は

め
、
火ゑ

ん
し
や
う
づ
つ

薬
筒
を
背せ

を負
ひ
、
隙ひ

ま

を
ね
ら
ひ
、
是こ

れ

に
火
を
放は

な

せ
ば
、

自じ
ぶ
ん分
は
微み

じ
ん塵
に
砕く

だ

け
、
其
一
人
の
た
め
、
相あ

い
て手
は
十
七
、八
名
も
た
を
る
る
と

い
ふ
策

は
か
り
ご
と

は
、
風せ

つ説
す
れ
ど
も
、
全ま

つ
た

く
空
論
な
る
べ
し
。
跡あ

と

は
を
い
を
い
、

次つ

ぎ号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
西
郷
隆
盛
」「
西
郷
小
平
」「
篠
原
国
幹
」「
別
府
新
助
」。

画
面
左
に
「
官
軍
の
発
砲
／
賊
勢
を
な
や
ま
す
」
と
あ
る
。



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―

－ 15 －

鹿
児
島
県
　
有あ
り
の
そ
の
ま
ま
　
十
号

続つ
づ

い
て
、
西さ

い
な
ん南
の
大い

く

さ
戦
争
は
、
日ひ

々
其そ

の

鎮を
さ
ま
り静
を
祈い

の

る
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ

防ぼ
う
せ
ん戦
の
煙け

ぶ
り

横よ
こ

ぎ
り
、
兇け

う
う
ん雲
裂さ

け
や
ら
ず
。
一
人
西
郷
隆
盛
、
血け

つ
ろ路
を
開ひ

ら

か
ん

と
欲ほ

つ

す
れ
ど
も
、
志

こ
こ
ろ
ざ
し

遂と
げ

る
能あ

た

は
ず
。
去さ

る
ほ
ど程
に
、
方こ

の
ご
ろ今
賊ぞ

く
せ
い勢
の
一い

つ
ほ
う方
ひ
ら
き
、

春し
ゆ
ん
し
よ
く色
稍や

や

う
つ
ろ
ひ
、
満ま

ん
か
い開
の
花
に
ひ
と
し
く
、
美び

び々

堂ど
う

々
と
五
百
有
余
人
、

声こ
へ

を
揃そ

ろ

へ
て
操く

り
こ込
む
一
隊た

い

あ
り
。
其
粧い

で
た
ち装
は
、
白し

ら

木ゆ

う綿
の
鉢は

ち
ま
き巻
後う

し
ろ

に
垂た

れ
、

緋ひ

の
玉た

ま

襷た
す
き

ま
ば
ゆ
く
、
丈た

け
髪か

み

を
振ふ

り
み
だ乱
し
、
甲か

ひ斐
甲
斐
し
く
長な

ぎ
な
た刀
を
横よ

こ

た
へ

た
る
は
、
正ま

さ

し
く
一ひ

と
む
れ群
の
女に

よ

隊た
い

な
る
が
、
何い

づ

れ
の
嚊か

か

や
ら
、
箱は

こ
い入
り
や
ら
、

お
三
ど
ん
や
ら
、
等と

う
き
う級
い
づ
れ
も
さ
だ
か
な
ら
ず
。
畢ひ

つ
き
よ
う竟
同ど

う
け
ん権
の
流こ

と
ば言
が
あ

れ
ば
と
て
、
浮あ

ぶ
な雲
い
開か

い
せ
ん戦
を
や
ら
れ
升
す
。
官
軍
方
の
勝せ

う
う
り利
に
を
い
て
は
、

度ど

を
算か

ぞ

ふ
る
に
指ゆ

び

を
忘わ

す

る
。
賊
方
に
は
、
軍ぐ

ん
り
や
く略
心し

ん
た
ん胆
を
砕く

だ

く
が
中
に
、
西
郷

は
忽こ

つ
ぜ
ん然
と
彼か

な
た方
に
出い

で

、
此こ

な
た方
に
指し

き揮
し
、
前ま

へ

に
あ
り
、
後う

し
ろ

に
現あ

ら
は

れ
、
四
、五

名
影か

げ
む
し
や

武
者
あ
り
と
い
ふ
は
、
信し

ん

を
得へ

が
た
き
風う

は
さ説
な
ら
ん
が
、
賊
隊
个か

ほ
ど程
策さ

く

を
労ろ

う

ず
と
い
ふ
も
、
有な

あ
る名
の
賊た

い
し
や
う将
、
次し

だ
い第
に
戦せ

ん
し没
し
、
や
や
進し

ん
げ
き撃
も
衰お

と
ろ

へ

た
る
か
。
荘そ

う
げ
ん厳
た
る
霜そ

う
ち
う柱
、
旦あ

し
た

の
陽ひ

に
滅め

つ

す
に
ひ
と
し
く
、
楚そ

ぜ
い勢
の
強ご

う
ゆ
う勇
な

る
も
、
晩ば

ん
し
う秋
の
落ら

く
や
う葉
に
つ
れ
、
古こ

け
う郷
の
空そ

ら

に
想を

も
ひ

を
焦こ

が

す
敗は

い
そ
つ卒
の
深お

も
ひ情
も
か
く

や
ら
ん
、
と
遠と

ほ

く
量は

か

る
の
み
。
跡あ

と

は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
確し

ら報
す
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

※
お
三
ど
ん
＝
台
所
で
働
く
下
女
の
通
称
。



生　住　昌　大

－ 16 －

鹿
児
島
県
　
有あ
り

の
そ
の
ま
ま
　
十
一
号

西さ
い
な
ん南
暴そ

う
ど
う動
の
始は

じ
ま

り
よ
り
、
を
い
を
い
各し

よ
し
よ処
の
戦た

た
か
ひ撃
を
有あ

り

の
其そ

の
ま
ま侭
し
ら
せ
ま
す

が
、
扨さ

て

、
賊ぞ

く
か
た方
が
此
の
さ
は
ぎ
を
発を

こ

す
。
い
ふ
に
つ
け
情な

さ
け

な
い
譚は

な
し

が
有
ま

す
が
、
其
訳わ

け

と
い
ふ
は
、
い
ま
だ
戦い

く
さ

の
は
じ
ま
ら
な
い
其
頃

（
こ
）ろ

、
鹿
児
嶋
へ

帰か
へ
り県
し
た
る
警け

い
ぶ部
方
、
巡じ

ゆ
ん
さ査
方
、
中
原
尚
雄
君
を
初は

じ

め
、
其
外
四
拾
四
人
の

面め
ん
め
ん々

た
ち
を
、
忽た

ち
ま

ち
暴ぼ

う
と徒
多た

ぜ
い勢
で
擒と

り
こ

と
し
て
い
ふ
や
う
は
、「
其そ

の
ほ
う方
達た

ち

は
、

探た
ん
さ
く索
の
事こ

と情
有
て
帰き

こ
く国
な
し
た
る
や
。
イ
ザ
、
真ま

つ
す
ぐ直
に
白は

く
じ
や
う状
シ
ロ
」
と
思お

も

ひ

懸が
け

な
き
糺き

う
も
ん問
に
、
否い

な

と
い
ふ
間ま

も
あ
ら（
ず
）、
無む

ざ
ん暫
に
も
荒あ

ら
な
は縄
で
縛し

ば

り
上
げ
、

鉄て
つ
ぼ
う杖
を
も
て
打う

ち

、
糞ふ

ん
じ
ゆ汁
を
濯そ

そ

ぎ
、
息い

き

が
絶た

ゆ
れ
ば
呼よ

び
戻も

ど

し
、
九き

う
し死
一い

つ
し
や
う生
、

七し
ち
て
ん転
八ば

つ
と
う倒
。「
サ
ア
探た

ん
さ
く索
の
為た

め

の
帰か

へ
り県
で
有
ふ
」
と
多た

ぜ
い勢
が
押を

し

ふ
せ
、
無
勢
に

む
か
ひ
、「
相そ

う
い違
有
ま
い
。
此
書
、
西
へ
」
と
無む

り理
無む

た
ひ体
拇つ

め
い
ん印
さ
せ
、
惨さ

ん
こ
う皓

非ひ
ど
う道
。
最も

う
此
上
は
首く

び
き
り斬
か
身
を
絞し

ぼ

る
か
、
其
面
々
は
血ち

の
泪な

み
だ

、
牢ろ

う
や屋
に
つ

な
が
れ
、
噂う

わ
さ

を
聞き

け
ば
、
前そ

の
し
よ書
を
名
と
し
て
、
西
郷
、
篠
原
、
桐
野
、
村
田

は
、
国こ

く
せ
い政
を
一い

つ
ぺ
ん変
し
、
都み

や
こ

へ
勢せ

い

を
操く

り
だ出
す
と
謀は

か

る
を
聞き

く
に
、
悔く

や

し
き
ふ
る

ま
ひ
な
る
よ
り
、「
空む

な

し
く
此
ま
ま
面め

ん
め
ん々

が
死し

に
い
た
ら
ば
、
此
事こ

と

誰た
れ

有
て

急き
う
そ
う奏
す
べ
き
や
」
と
四
十
四
人
が
拳こ

ぶ
し

を
に
ぎ
り
し
に
、
牢ろ

う

屋
を
さ
つ
と
開ひ

ら

か

せ
て
、
イ
ザ
と
引ひ

き
だ出
す
に
、「
扨さ

て

こ
そ
首く

び

か
磔

は
り
つ
け

で
あ
ろ
ふ
」
と
あ
た
り
を
見

れ
ば
、
こ
は
い
か
に
、
西
郷
勢
は
操く

り
い
だ出
し
、
夫そ

れ

に
引
か
へ
官く

は
ん
ぺ
い兵
、
巡
査
方
、

居い

な
ら
び
て
、
演も

う
し
の
べ舌
に
は
「
鹿
児
嶋
県
へ
勅ち

よ
く
し使
あ
つ
て
、
其
手て

く
ば
り配
は
と
と
の

ひ
た
り
」
と
聞き

く
に
、
面
々
夢ゆ

め

の
如ご

と

く
九き

う
し死
の
が
れ
、
一い

つ
せ
う生
を
得え

て
、
海う

み
べ岸

蒸じ
よ
う
き舩
に
乗の

り
う
つ移
さ
れ
、四
十
四
人
と
真し

ん
し
ゆ宗
僧そ

う

侶
八
人
と
も
、此
程
東
京
へ
上ち

や
く着
し
、

青あ
を

い
空そ

ら

を
詠な

が（
め
）ら
れ
た
る
は
、マ
ア
、け
し
か
ら
ぬ
事
。
次
号
は
を
い
を
い
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
少
警
部
中
原
尚
雄
君
」「
中
警
部
園
田
長
照
君
」「
真
宗
僧
侶
」

「
権
中

警
部

野
間
兼
一
君
」「
二
等

巡
査

西
彦
四
郎
君
」。



西南戦争揃物錦絵集成稿
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鹿
児
嶌
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
十
二
号

西さ
い
な
ん南
吉
次
越
へ
の
官
軍
は
、
木
留
町
に
戦た

た
か

ひ
、
賊ぞ

く

が
守ま

も

る
処
の
砲だ

い
ば台
あ
ま

た
を
乗の

り
と
り取
り
、
是
よ
り
続つ

づ

い
て
、
攻た

た
か
ひ戦
昼ち

う
や夜
引ひ

き
き切
ら
ず
。
官
軍
に
は
熊
本
へ

達つ
う

せ
ん
と
の
見み

こ込
み
に
て
、
其そ

の

鉾ほ
こ
さ
き先
き
の
は
げ
し
き
は
、
電で

ん
こ
う光
の
絶ぜ

つ
ぺ
き壁
に
と

応を
う

ず
る
如
く
、
激げ

き
せ
ん戦
勝し

や
う

敗は
い

を
決け

つ

せ
ず
。
去さ

る
ほ
ど程
に
、
征せ

い
と
う討
総そ

う
と
く督
有
栖
川
宮
に

は
、
二
大
隊た

い

の
兵へ

い

を
随し

た
が

ひ
、
南
の
関
へ
と
繰く

り
い
だ出
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
高
瀬
へ

営じ
ん
や

を
進す

す

め
ら
れ
給
ふ
。
八
代
の
官
軍
は
、小こ

蒸じ
や
う
き気
舩
に
て
本じ

ん
や営
往ゆ

き
き復
を
遂な

す
。

此こ
ん
ど度
の
戦い

く
さ争
は
去さ

ん
こ
ろ日
よ
り
田
原
坂
越こ

へ
の
大い

く
さ戦
が
実じ

つ

に
前ぜ

ん
ご後
稀ま

れ

な
る
大た

い
き
よ挙
に

し
て
、
官
軍
苦く

せ
ん戦
の
中
に
も
、
陸
軍
少
将
大
山
巌
君
は
、
僅わ

づ

か
十
有
余
人
の

兵
を
御さ

し
づ

し
て
、
一ひ

と
き
は際
の
突は

た
ら
き戦
な
り
し
と
い
ふ
。
田
原
の
険か

た
め塁
を
案あ

ん
が
い外
早は

や

く

略の
つ
と
り取
せ
ら
れ
し
は
、
将く

は
ん
ぐ
ん士
方
の
奇き

こ
う功
を
奏そ

う

ず
に
よ
れ
り
と
云
々
。
桐
野
利
秋

は
、
大を

を
た
け竹
を
振ふ

り
猛も

う
せ
ん戦
し
、
此
竹
破は

れ
さ
け裂
な
す
頃
は
、
大
坂
辺
へ
其そ

の

身み

達た
つ

す
と

の
広く

は
う
げ
ん言
な
す
と
は
受う

け

が
た
し
。

　
　
　
　

○

聖
上
に
は
、
三
月
三
十
一
日
、
大
坂
鎮ち

ん
だ
い台
に
入を

い
り御
遊
さ
れ
、
本そ

の
ひ日
八
代
へ

出く
り
だ
し兵
、
軍て

よ
う
れ
ん列
叡え

い
ら
ん覧
あ
り
。
続つ

づ

い
て
、
戦せ

ん
ち地
に
て
疵き

傷づ

人
を
御
慰た

づ
ね労
と
し
、

葡ぶ
ど
う萄
酒し

ゆ

を
下
さ
れ
、
将し

や
う
し士
を
御
愛あ

い
ぶ撫
の
有あ

り
が
た難
き
は
、
実じ

つ

に
感か

ん
る
い涙
服ふ

く

を
浸ひ

た

す
。

其
日
、
直た

だ
ち

に
西
京
へ
還く

は
ん
ぎ
よ御
あ
り
。
跡
は
を
い
を
い
、
次
号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
桐
野
利
秋
」「
東
京
巡
査
抜
刀
隊
」「
陸
軍

少
将

大
山
巌
君
」。



生　住　昌　大

－ 18 －

有あ
り

の
そ
の
ま
ま
　
十
三
号

福
岡
県
下
暴ぼ

う
ど
う動

去さ

る
程ほ

ど

に
、
三
月
二
十
八
日
を
発は

じ
め端
と
せ
し
福
岡
県け

ん下
筑
前
の
国
早
良
郡
ナ

ナ
ク
マ
村
に
、
同ど

う
こ
く国
の
士し

ぞ
く族
が
四
、五
百
人
、
よ
り
よ
り
に
集あ

つ

ま
り
、
サ
ア
騒

動
を
初
め
、ご
た
ご
た
す
る
処
よ
り
、西さ

い
な
ん南
征せ

い
と
う討
の
た
め
、下
の
関
へ
繰く

り
い
だ出
し
、

備そ
な

へ
を
立
ら
れ
、
あ
る
兵へ

い
た
い隊
を
至し

き
う急
に
出で

ば
り張
と
な
り
、
追つ

い
と
う討
の
指さ

し
づ揮
を
も
つ

て
撃う

ち

い
だ
し
た
る
に
、
暴ぞ

く徒
は
た
ま
ら
じ
と
思
ひ
け
ん
。
忽た

ち
ま

ち
逃に

げ
散ち

り
、

ア
ブ
ラ
ヤ
マ
村
、
又
コ
カ
サ
ギ
辺へ

ん

に
よ
り
あ
つ
ま
る
を
以
て
、
再ふ

た
た

び
追を

い
う
ち討
せ

ら
れ
、
今こ

ん
ど度
も
散さ

ん
ら
ん乱
と
逃に

げ
退の

き

き
し
う
ち
、
六
十
四
名
と
い
ふ
も
の
捕ほ

ば
く縛
せ

ら
れ
、
残の

こ

れ
る
賊ぞ

く

は
も
つ
ぱ
ら
探た

ん
さ
く索
中ち

う

の
報し

ら
せ知
あ
り
。
爰こ

こ

に
ま
た
、
一
ト
も

ん
さ
く
は
、
豊
後
国
中
津
の
賊ぞ

く

党ど
も

凡
百
人
ば
か
り
蜂ほ

う
き起
な
し
、
大を

を
い
た分
県け

ん

へ
寄よ

せ
来き

た

る
と
を
も
へ
ば
、跡あ

と

を
闇く

ら

ら
ま
し
、何い

づ
く国
へ
か
奔は

し

つ
た
と
街う

は
さ説
あ
れ
ど
も
、

是こ
れ

は
証た

し
か

を
得え

ず
。
跡あ

と

は
を
ゐ
を
ゐ
、
次つ

ぎ号
に
報し

ら

す
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―

－ 19 －

鹿
児
島
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
十
四
号

戦
地
国
界
図

西さ
い
な
ん南
の
景け

い
け
う況
は
、
追を

い

々
号ご

う

を
嗣つ

ぎ
た
る
に
、
其
地ち

づ図
及を

よ

び
熊
本
国こ

く
か
い界
、
里み

ち
の
り程

并
に
官
軍
諸
将
方
の
陣じ

ん営
、焼
土
の
場ば

し
よ所
、戦た

た
か
ひ争
の
街ち

□
□

、賊ぞ
く

軍ぐ
ん

の
屯あ

つ
ま
り集
処ど

こ

な
ど
、

委く
は

し
く
報し

ら

せ
ず
。
よ
つ
て
今こ

こ爰
に
画え

図
を
引か

い

て
予あ

ら
か

じ
め
記し

る
し載
な
す
。

高
瀬　

総
督
宮
の
手
に
。
三
浦
、
伏
見
の
両
少
将
。

植
木
に
は
、
山
県
参
軍
。
大
山
、
三
好
の
両
少
将
。

吉
次
越
に
は
、
野
津
少
将
。

八
代
口
に
は
、
黒
田
参
軍
。
川
路
、
山
田
の
両
少
将
。

熊
本
に
は
、
谷
少
将
。
下
の
関
よ
り
福
岡
に
向
ふ
て
曽
我
少
将
。

西
京
に
は
、
四
条
少
将
。

東
京
に
は
、
西
郷
中
将
。
井
田
、
東
伏
見
の
両
少
将
。

此
方
々
の
備
へ
で
有
ま
す
か
ら
、
大
丈
夫
請
合
な
り
。

里
程

熊
本
ヨ
リ

佐
賀　

二
十
三
里
六
丁
／
宮
崎　

五
十
九
里
六
丁
／
高
瀬　

六
里
二
十
六

丁
／
木
ノ
葉　

五
里
／
川
尻　

二
里
ヨ
／
山
鹿　

六
里
十
五
丁
ヨ
／
阪

ノ
下　

八
里
ヨ
／
鹿
児
島　

五
十
三
里
／
菊
地　

八
里
／
南
ノ
関　

五
里

二
十
九
丁
／
植
木　

二
里
二
十
三
丁
／
八
代　

十
里
二
十
六
丁
／
田
原

坂 

四
里
十
丁
／
大
津　

四
里
二
十
四
丁
／
高
橋　

一
里
二
十
六
丁
／
小
嶌 

二
里
ヨ
／
人
吉　

二
十
六
里
二
丁

東
京
ヨ
リ　

鹿
児
島
へ
五
百
二
十
五
里
／
長
シ
ウ
下
関　

三
百
八
十
四
里
／

ヒ
ゼ
ン
福
岡　

四
百
十
里
／
ヒ
ゼ
ン
五
島　

五
百
十
里
／
各
海ウ

ミ
ジ路
ナ
リ
。 

九
州
沿ソ

ウ

海ウ
ミ

廻
リ　

八
百
六
十
里
七
丁
四
十
間
。
肥
後
国
中　

百
八
十
五
島
。

薩
摩
中　

百
六
島
。

跡
は
を
い
を
い
、
次
号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛



生　住　昌　大

－ 20 －

鹿
児
島
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
十
五
号

前さ

き号
に
粗ほ

ぼ

記き
さ
い載
せ
し
西さ

い
な
ん南
評ひ

よ
う

の
う
ち
、
女を

ん
な
ぐ
み隊
堂ど

う
ど
う々

と
繰く

り
だ出
し
て
よ
り
、
そ
の

戦せ
ん
こ
う功
い
か
が
な
る
や
と
説せ

つ

を
ま
つ
に
、
た
し
か
に
そ
れ
と
知し

れ
ね
ど
も
、
西

郷
の
室を

く

と
を
ぼ
し
き
一ふ

じ
ん婦
、
嵐あ

ら
し

に
逆さ

か
ら

ふ
花
に
ひ
と
し
く
、
戦た

た
か

ひ
の
間ま

に
間

に
長な

ぎ
な
た刀
ひ
ら
め
き
、
電い

な

光づ
ま

流り
う
し
や車
と
振ふ

り
挿か

ざ

し
、
緋ひ

だ
す
き襷
、
風か

ぜ

に
ひ
る
が
へ
り
、

ほ
と
ば
し
る
血ち

と
疑う

た
が

ふ
ば
か
り
。
戦い

く
さ地
深ふ

か

く
も
勇ゆ

う
き気
を
貫つ

ら
ぬ

き
、
頼た

の

み
の
兵へ

い

も
い
と
は
□
□
馬ば

て
い蹄
に
か
け
て
、
烈は

げ
し
さ気
一い

ち
づ図
に
馳か

け
周め

ぐ

る
は
、
額が

く
じ
よ女
が
門も

ん

に

進す
す

む
に
比ひ

せ
り
。
い
ま
だ
薫く

ん
め
い名
詳

つ
ま
び
ら

か
な
ら
ず
。
生せ

う
し死
の
界か

い

も
さ
だ
か
な
ら

ぬ
は
、
天あ

つ
ぱ
れ晴
一
夫ふ

の
一
婦ふ

と
呼よ

ば

は
る
の
み
。
跡
は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
報し

ら

す
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

※
額
女
＝
板
額
御
前
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
女
性
。
巴
御
前
と
共
に
、
女
武
者
と
し

て
有
名
。

※
比
せ
り
＝
「
非
せ
り
」
を
訂
す
。



西南戦争揃物錦絵集成稿
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鹿
児

嶋
県 

有あ
り

の
そ
の
ま
ま
　
十
六
号

尋つ
づ

い
て
、
西
南
評ひ

や
う

は
、
西
郷
隆
盛
、
花
岡
山
へ
隊
を
移う

つ

し
、
砲ほ

う
だ
い台
を
堅か

た

く

せ
る
よ
し
な
れ
ど
も
、
戦た

た
か
ひ撃
昼
夜
絶た

へ
ま間
な
く
、
植
木
の
賊ぞ

く兵
は
、
官
軍
野
津

隊た
い

五
十
名
ば
か
り
の
、
不
意い

に
襲を

そ

ひ
来
つ
て
、
突つ

き
い
り戦
は
げ
し
き
に
を
ど
ろ

き
、
敗は

い

し
て
向
山
に
退の

き
、
な
れ
ど
再ふ

た

た
び
取
て
か
へ
し
、
植
木
駅
に
塁か

こ
み

を

築つ

き
た
り
。
官
軍
の
方
に
も
同ど

う
し
よ駅
に
塁
を
設も

ふ

け
て
相あ

い
た
い対
し
て
、
其
間
だ
僅わ

づ

か

に
十
五
、六
間
を
隔へ

だ

て
た
り
。
田
原
坂
よ
り
植
木
に
進
ん
で
、
官
軍
は
賊
塁す

を
数た

ん

と
ヶ
処
抜
き
、
大
砲
、
小
銃
、
弾た

ま薬
を
分
捕ど

り

、
賊
兵
を
擒と

り
こ

と
し
、
放ほ

う
く
は火
戦せ

ん

に
取し

ゆ

賊
を
斃た

を

し
、
勝
利
度
を
重か

さ

ぬ
。
山
鹿
口
に
屯あ

つ
ま
り集
な
す
賊
は
、
植
木
駅
の

火
煙
を
遥は

る
か

に
望の

ぞ

み
騒さ

は

ぎ
て
、
夜
中
雨
に
紛ま

ぎ

れ
て
、
菊
地
、
隈つ

い
ふ府
鳥と

り

の
巣す

辺
を

さ
し
て
、
退の

き
に
げ逃
な
す
と
。
実
に
官
軍
方
、
続つ

づ
い

て
勝か

ち戦
の
報し

ら
せ

。
天
な
る
か
な
。

跡
は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
し
ら
す
。

※
御
届
、
出
版
日
な
し
。

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
西
郷
隆
盛
」「
前
原
一
格
」「
桐
野
利
秋
」。



生　住　昌　大

－ 22 －

鹿
児
島
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
十
七
号

○
戦い

く
さ
ば地
エ
繰く

り
だ出
シ（
ノ
）官く

は
ん
ぐ
ん軍　

人ひ
と
か
づ員
六
万
人
。

○
同
怪け

が我
人に

ん　

開は
じ
め戦
ヨ
リ
三
月
十
六
日
迄　

同
二
千
百
二
十
人
。

○
熊
本
篭ろ

う
じ
や
う城
二
月
十
九
日
ヨ
リ
今
日
ニ
至い

た

リ
、
人ひ

と
か
づ員　

谷
少
将　

児
玉
少
佐 

冨
岡
県
令　

外
兵へ

い
た
い卒
ト
モ
三
千
五
百
人　

内
五
十
人
重ふ

か
で傷
。

○
内に

つ
ぽ
ん国
各て

つ
ぽ
う
ば

炮
兵
廠
、
一
日
毎ご

と

ニ
小て

つ
ぽ
う銃
弾た

ま
く
す
り薬
七
十
万
ヅ
ツ
製つ

く
る造
ノ
よ
し
。

○
戦
地
エ
繰く

り
だ出
シ
の
官た

い
し
や
う将
方が

た　

有
栖
川
宮　

伏
見
宮　

山
県
参
軍　

鳥
尾
中

将　

黒
田
参
軍　

三
浦　

大
山　

三
好　

野
津　

川
路　

山
田　

曽
我　

高

嶌　

各
少
将
方
。

　
　
　
　

○
賊ぞ

く

方

○
人
員か

づ

一
万
五
千
人　

内
死
人
四
千
人
。

○
開は

じ
め戦
以こ

の
か
た来
潰つ

ぶ

せ
し
玄こ

め米
、
四
千
五
百
石
ト
云
。

○
賊
方
に
ハ
一
円
ヨ
リ
十
円
迄
ノ
日
本
通
用
と
記し

る

し
た
る
紙さ

幣つ

を
製せ

い

し
、

取あ
つ
か
ふ扱
よ
し
。

○
附つ

き
づ
き属
賊か

し
ら将　

二
十
五
人
。

　
　

跡
は
を
い
を
い
、
次
号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

※
兵
卒
＝
「
兵
率
」
を
訂
す
。



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―

－ 23 －

鹿
児
嶋
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
十
八
号

西さ
い
な
ん南
評ひ

や
う

の
続つ

づ

き
。
頃こ

の
ご
ろ日
も
途と

だ
へ絶
な
く
、
官く

は
ん

賊ぞ
く

両り
や
う
ぐ
ん軍
互た

が

ひ
に
鎬し

の
ぎ

を
削け

づ

り
入
乱み

だ

れ
、
彼か

の
桐
野
利
秋
は
、
鞭む

ち

打う

ち
、
轡く

つ
わ

を
鳴な

ら
し
、
真ま

一い
ち
も
ん
じ

文
字
に
馬
を
責せ

め
、

官
軍
を
採さ

し
づ配
な
す
野
津
少
将
と
蹄む

ま

を
併あ

は

せ
、
唯た

だ

一
撃う

ち

と
斬き

り
つ
け付
る
を
程ほ

ど

よ
く
避さ

け
て
、
野
津
君
は
本ほ

ん
じ
ん陣
さ
し
て
返か

へ

ら
る
る
道み

ち

、
後ご

づ
め詰
と
見
へ
し
少
佐
村
田
経

芳
君
に
行ゆ

き

逢あ

ひ
、
今い

ま

利
秋
と
斯か

く

々
と
合あ

い
び
き引
せ
し
を
告つ

げ

ら
れ
た
る
に
、
経
芳
君

き
き
も
あ
へ
ず
、
お
の
れ
賊
将
逃の

が
さ
じ
、
と
跡あ

と

を
慕し

た

ふ
て
馬
を
飛と

ば
し
に
、

高た
か

き
丘と

こ

に
突つ

つ
た立
つ
に
、
桐
野
は
四
、五
丁
隔へ

だ

つ
て
揚
々
と
馬
上
に
見
ゆ
る
を
、

こ
れ
究く

つ
け
う竟
、
と
英え

い

国
製せ

い

の
射し

や
て
き的
銃ほ

う

を
狙ね

ら

ひ
、
火ひ

蓋ぶ
た

を
切き

れ
ば
あ
や
ま
た
ず
、

砲ほ
う
せ
い声
も
、
利
秋
は
真ま

つ
さ
か
さ逆
ま
に
馬
よ
り
落を

ち

し
は
心こ

こ
ち地
よ
く
こ
そ
見
へ
た
り
と
、

朝
野
新
聞
に
出
る
。
跡あ

と

は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
桐
野
利
秋
」、「　
　
　
　

」（
注
）、「
少
佐
村
田
君
」。

（
注
）	

鹿
児
島
市
立
美
術
館
、
西
大
寺
文
化
資
料
館
、
早
稲
田
大
学
西
垣
文
庫
所
蔵
の
同
号
に
お

い
て
も
、
同
様
に
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
中
か
ら
察
す
る
に
、「
野
津
少
将
」
あ
る
い

は
「
少
将
野
津
君
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
た
か
。



生　住　昌　大

－ 24 －

鹿
児
島
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
十
九
号

続つ
づ

い
て
、
西
南
評ひ

や
う

は
、
四
月
八
日
、
熊
本
籠ろ

う
じ
や
う城
の
兵へ

い

を
一
大
隊た

い

を
奧
少
佐

君
引い

ん
そ
つ率
し
て
、
城じ

や
う
も
ん門
を
出
て
安
政
橋
ま
で
押お

し

だ
し
来
る
に
、
橋
は
賊
が
毀こ

ぼ

ち

た
れ
ば
、
皆み

な
み
な々

徒か
ち

渡
り
し
て
進す

す

む
ほ
ど
に
、
南
岸
の
賊
あ
る
を
見
懸か

け
、
兵

を
残の

こ

し
て
是こ

れ

に
当
ら
せ
、
其
隙ひ

ま

に
乗
じ
て
兵
を
進
む
る
途と

ち
う中
、
官
軍
の
探し

の
び偵

兵
に
行ゆ

き

合
ひ
、
本
営ま

る

の
置あ

り
ど
こ処
を
聞き

い

て
、
速す

み
やや
か
に
宇う

ど
う土
本ほ

ん
じ
ん営
へ
と
ぞ
来ら

い
く
は
い会
せ

ら
れ
、
城
中
の
堅か

た
き固
を
語か

た

り
、
尋つ

づ
い

て
十
四
日
に
は
、
八
代
口
の
官
軍
、
川
尻

を
攻せ

め
取
り
、
山
川
中
佐
君
、
一
中
隊
を
具ぐ

し
て
熊
本
城
に
至い

た

り
た
り
。
明

る
十
五
日
は
、
雲う

ん
む霧
晴は

れ
わ
た
り
、
官
軍
大た

い
き
よ挙
し
て
熊
本
城
へ
連つ

づ

絡き

を
遂と

げ

ら
れ
し
は
、
心
地
よ
く
こ
そ
見
へ
に
け
り
。
植
木
、
木
留
の
賊
は
、
所
々
に

火
を
懸か

け
、
煙け

ぶ
り

り
に
紛ま

ぎ

れ
、
立
田
山
の
方
へ
散さ

ん
ざ
ん々

後う
し
ろ

を
見
せ
、
官
軍
遥は

る
か

に

是
を
望の

ぞ

む
に
、
日
向
路
さ
し
て
潰つ

ぶ
れ
は
し
り走
な
す
。
去さ

る
程
に
、
昨さ

く
こ
ん今
西
郷
隆
盛

の
所あ

り
し
よ在
が
と
ん
と
は
か
ら
ず
、
或
ひ
は
舩
に
浮う

か

む
で
琉り

う
き
う球
へ
逃の

が

れ
た
、
支し

那な

へ
落を

ち

た
な
ど
と
、
世う

は
さ説
紛い

ち
い
ち々

た
る
に
、
い
づ
れ
も
信し

ん

を
置
に
足た

ら
ず
。
只
、

敗は
い
そ
う走
の
中
に
あ
る
べ
し
。
天
な
る
か
な
。
連れ

ん
せ
ん戦
数す

じ
つ日
も
、
一
日
一い

つ
し
ゆ
ん瞬
に
邪じ

や
う
ん雲

散ち

る
に
い
た
る
は
、
嗚あ

あ呼
歎た

ん

ず
べ
し
。
跡
の
確く

は
く
ほ
う報
は
、
次つ

ぎ号
を
待ま

ち

給
へ
か
し
。

 

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
四
月
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
前
原
一
格
」「
西
郷
隆
盛
」「
桐
野
利
秋
」「
村
田
新
八
」。

※
雲
霧
＝
「
雲
務
」
を
訂
す
。



西南戦争揃物錦絵集成稿
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－ 25 －

鹿
児
嶌
県
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
二
十
号

西さ
い
な
ん南
評ひ

よ
う

は
、
チ
ヨ
イ
と
話は

な
し

か
わ
つ
て
、
賊ぞ

く

は
熊
本
を
一
、二
里
距さ

る
処
に
有あ

り
て
、
撓た

は
む
色
な
く
、
桂
衛
門
と
い
ふ
者も

の

、
鹿
児
島
へ
帰か

へ

り
て
、
県け

ん
ち
や
う庁
を

本
営え

い

と
な
し
て
、
三
千
人
の
兵へ

い

を
募つ

の

り
て
、
人ひ

と
よ
し吉
通
り
を
さ
し
て
繰く

り
こ込
む
で
、

戦い
く
さ
ば場
怪け

が我
人に

ん

は
、
鹿
児
嶋
へ
を
く
り
、
全な

を
り快
次し

だ
い第
す
ぐ
に
出
張ば

り

を
な
す
べ
し

と
有
つ
て
、
戦
場
よ
り
の
早
う
ち
は
日
に
二
度
ほ
ど
、
六
人
懸か

か

り
に
て
、
エ

ツ
シ
ー
エ
ツ
シ
ー
、
と
駕か

ご

を
県け

ん
ち
や
う庁
へ
飛と

ば
し
こ
む
。
扨
こ
こ
に
一
際き

は

目
立
ち

た
る
は
、
千
紫し

万
紅こ

う

、
陣じ

ん

羽ば

を
り
や
ら
、
寅
の
皮か

は

の
ふ
ん
ど
し
、
ド
ツ
コ
イ
、

尻し
り
ざ
や鞘
の
太た

ち刀
、
隊た

い
て
う長
に
は
縮ち

り
め
ん緬
の
旗は

た

さ
し
物
。
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
る
遠と

を
ぜ
め攻
は
、

熊
本
よ
り
賊
へ
加
勢せ

い

の
神
風
隊た

い

の
貝か

い
が
ね鉦
太た

い
こ鼓
、
多
勢
を
率ひ

ひ
て
寄よ

せ
た
り
、

寄
せ
た
り
。
ハ
テ
頑ぐ

は
ん
こ固
な
る
あ
り
さ
ま
な
り
。
○
官
軍
に
は
木
山
の
賊
塁る

い

を

抜ぬ

き
、
宇う

と
う土
口
の
兵
と
連つ

づ
き絡
有
て
、
其
後
双そ

う

方
戦た

た
か

ひ
を
鎮し

づ

め
、
賊
は
此
辺
を

引
は
ら
ひ
、
征
討
部ぶ

し
よ署
を
謀
ら
ん
見
こ
み
。
官
陣
よ
り
斥も

の
み候
を
出
し
て
、
賊

の
事こ

と情
を
探た

ん
て
い偵
な
す
と
い
ふ
。
つ
づ
い
て
、
い
か
な
る
報ほ

う知
な
る
や
。
そ
れ

は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
出
す
。

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届
／
同
五
月
出
版

編
輯
出
版　

大
阪
第
三
大
区
六
小
区
新
町
南
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

※
早
う
ち
＝
馬
な
ど
を
馳
せ
て
急
用
の
使
い
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
使
者
。

※
千
紫
万
紅
＝
様
々
な
色
。
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
こ
と
。

※
尻
鞘
＝
雨
露
を
防
ぐ
た
め
に
、
太
刀
の
鞘
を
覆
う
毛
皮
製
の
袋
。

※
貝
鉦
＝
法
螺
貝
と
鉦
・
鐘
な
ど
の
金
属
打
楽
器
の
類
。



生　住　昌　大
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夏
陣
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
二
十
一
号

方こ
の
ご
ろ今
、
戦せ

ん
ち地
日
向
に
を
い
て
は
、
山さ

ん
て
う頂
峨が

く

々
と
し
て
、
進し

ん
ば馬
凸だ

く
ぼ
く凹
を
踏ふ

み
、

一
丁
だ
に
平ひ

ら
ち地
を
見
ず
。
実じ

つ

に
そ
の
難な

ん
じ
よ路
、
筆ふ

で

に
尽つ

く

す
あ
た
は
ず
。
ゆ
へ

に
、
田で

ん
で
ん地
乏と

ぼ

し
く
、
海う

み

に
遠と

を

く
、
米
を
黍き

び

に
か
へ
、
年ね

ん
ち
う中
の
食し

よ
く

と
な
す
と
き

く
。
既す

で

に
賊ぞ

く

兵
、
現い

ま今
同ど

う
こ
く国
界か

い

都み
や
こ

の
城し

ろ

に
寄よ

る
を
、
官か

ん
ぐ
ん軍
よ
り
追を

ひ
う
ち撃
な
す
に
、

蒲が
ま
う生
、
吉
田
を
攻せ

め
た
て立
、
引つ

づ
き続
き
都み

や
こ

の
城し

ろ

へ
向む

か

ふ
術て

だ
て

な
り
と
。
一い

つ
は
う方
、
延の

べ
を
か岡

口
を
追お

い

滅う
ち

な
す
に
、
カ
チ
ジ
峠と

う
げ

の
集ぞ

く
ら賊
を
撃う

つ
こ
と
、
官か

ん
へ
い兵
二ふ

た
て手
に
分わ

か

ち
、

赤
松
口
マ
メ
ガ
ラ
峠と

ふ
げ

、
サ
ル
ゲ
ヤ
峠
へ
斥も

の
み候
を
出い

だ

せ
し
に
、
は
た
し
て
敵て

き

の

胴ま

へ壁
に
近つ

か

づ
き
、
戦た

た
か

ひ
を
開ひ

ら

く
と
い
へ
ど
も
、
日ひ

す
で
に
西
に
落を

ち
、
高

塒ね
ぐ
ら

に
戻も

ど

る
頃こ

ろ

に
い
た
り
、
兵へ

い

を
ま
と
め
て
サ
ル
ゲ
ヤ
の
正し

や
う
め
ん面
へ
退の

き
、
其
後

屡し
ば
し
ば

の
狙そ

撃げ
き

は
、
を
い
を
い
次つ

ぎ号
に
報ほ

う

ず
。

貞
信
画

明
治
十
年
三
月
五
日
御
届

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
裏
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

「
桐
野
利
秋
」。



西南戦争揃物錦絵集成稿
―「有のそのまま」（大阪・金井徳兵衛編輯兼出版、明治十年三月刊行）―
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夏
陣
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
二
十
二
号

現こ
の
ご
ろ今
、
戦せ

ん
ち地
を
見み

う
け請
け
ま
す
れ
ば
、
ヲ
ツ
ト
報し

ら
せ知
を
聞き

い

た
新し

ん
せ
つ説
は
、
熊
本
の

別べ
つ
ど
う
た
い

働
隊
三
旅り

よ
だ
ん団
の
一
大
隊た

い

、
出
水
口
よ
り
指し

き揮
を
烈は

げ

し
う
し
て
、
鹿
児
島
さ

し
て
進す

す
み
い
り入
し
。
そ
こ
で
川
路
少
将
君
も
進す

す

め
進
め
と
続つ

づ

い
て
、
只た

だ
い
ま今
恙つ

つ
が

な
く

連れ
ん
ら
く絡
大
丈じ

や
う
ぶ夫
の
本ほ

ん
か
い懐
を
遂と

げ

ら
れ
し
、と
鹿
児
島
よ
り
着ち

や
く

港
の
者も

の

が
、其
は
細
々

上も
ふ
し
あ
げ

申
し
ま
し
た
。
去
る
程ほ

ど

に
、
日ひ

う
が州
都み

や
こ

の
城し

ろ

へ
傾か

た

ぶ
く
賊ぞ

く

を
追を

い
う
ち滅
せ
ん
と
、

蒲が
ま
う生
、
吉よ

し
だ田
よ
り
官
軍
目め

あ
て的
を
定さ

だ

め
、
其
境さ

か
ひ界
を
次
第
に
進う

ち
い
り撃
を
逞た

く
ま

し
う
し
、

賊ぞ
く

兵
が
所
々
へ
顕あ

ら

は
れ
う
つ
る
患う

れ
い

を
以
て
、
官
兵
四ふ

る
み
ち線
を
堅か

た

く
守ま

も

り
、
後

う
し
ろ

に
賊ぞ

く

な
く
向
ふ
ば
か
り
に
、
破は

ち
く竹
の
勢い

き
ほ

ひ
に
は
を
た
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
ん
だ
ん
よ
い
旗う

は
さ色
の
確し

ら
せ知
が
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
つ
と
で
安あ

ん
を
ん穏
の
枕ま

く
ら

を
並な

ら

べ
ま
せ
う
。
時と

き

に
西
郷
が
在あ

り
し
よ所
は
何ど

こ国
で
有
う
。
あ
ち
ら
を
焼や

い

た
り
、
こ
ち

ら
を
攻せ

め

て
も
、
頓と

ん

と
知し

れ
ず
。
天
へ
で
も
舞ま

ひ

あ
が
つ
た
で
あ
ろ
う
か
、
そ
ふ

で
も
な
い
。
海
軍
省
附ふ

ぞ
く属
造
舩
所
に
て
、
今こ

ん
ど度
風ふ

う
せ
ん舩
を
製つ

く
り造
が
出で

き来
、
不き

ん
き
ん日

戦せ
ん
ち地
へ
御
廻ま

は

し
に
て
、
賊ぞ

く
て
き敵
の
軍じ

ん営
を
蟻あ

り

の
這は

ふ
ま
で
臨の

ぞ

む
と
い
ふ
街せ

つ説
が

あ
り
升
。
い
か
な
西
郷
も
、う
ろ
つ
い
て
居ゐ

ら
れ
ま
す
ま
い
。
跡あ

と

は
お
ゐ
お
ゐ
、

次つ

ぎ号
と
い
た
し
ま
す
。

明
治
十
年　

月　

日
御
届

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
裏
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

画
面
右
に「
風
舩
よ
り
の
目め

が
ね鏡
中う

ち

に
西
／
南
賊か

し
ら首
を
見
と
め
る
景あ

り
さ
ま況
」と
あ
る
。
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夏
陣
　
有あ

り

の
そ
の
ま
ま
　
二
十
三
号

日
向
都み

や
こ

の
城

じ
や
う

去さ

る
程ほ

ど

に
、
薩さ

つ
へ
い兵
は
日ひ

う
が
じ

向
路
都み

や
こ

の
城じ

や
う

を
要よ

う
が
い害
大だ

い
ば
ん
じ
や
く

盤
石
と
占し

め
込こ

み
、
戦せ

ん
き気

折く
じ

い
て
枕ま

く
ら

に
就つ

き
、
巫ふ

ざ
ん山
の
夢ゆ

め

を
む
す
ば
ん
と
な
す
も
、
邪じ

や

を
悟さ

と

り
、
官く

は
ん
き旗

の
赫か

く
め
い明
た
る
陰か

げ

に
隠か

く

る
よ
り
、
或あ

る
ひ

は
酒し

ゆ
せ
ん戦
に
盃は

い
ば
ん盤
を
撃う

ち
、
歌か

ぶ舞
音お

ん
き
よ
く曲
に
耽ふ

け

り
て
、
砲は

う
せ
い声
を
避さ

け
、
残ざ

ん
ぞ
く賊
、
山
に
満み

ち
野の

に
溢あ

ぶ

る
る
も
、
其そ

の

滅め
つ

す
る
こ
と

払あ
け
が
た焼
の
星ほ

し

に
等ひ

と

し
く
、
鉾ほ

こ

を
折を

り
、
汗か

ん
ば馬
を
責せ

む

る
。
斥も

の
み候
は
、
降こ

う
さ
ん伏
あ
れ
と
、

柵も
ん

を
叩た

た

い
て
停や

ま

ず
と
の
街が

い
せ
つ説
は
、
最も

は
や早
鎮ち

ん
じ
よ
う定
の
近ち

か
き況
に
あ
り
て
、
官か

ん
し
や
う将
方が

た

の

精せ
い

功こ
う

実じ
つ

に
顕あ

ら
は
れ然
た
り
。
跡あ

と

は
を
い
を
い
、
次つ

ぎ号
に
。

明
治
十
年　

月　

日
御
届
／
同
出
版

編
輯
出
版　

阪
府
第
三
大
区
六
小
区
新
町
裏
通
一
丁
目
十
一
番
地　

金
井
徳
兵
衛

右
か
ら
、「
西
郷
隆
盛
」「
池
上
四
郎
」「
桐
野
利
秋
」「
前
原
一
格
」「
永
山
九

成
」「
西
郷
妻
」「
弟
子
丸
応
助
」。

※
巫
山
の
夢
＝
男
女
が
夢
の
中
で
結
ば
れ
る
こ
と
。

【
附
記
】

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
久
留
米
大
学
准
教
授
大
庭
卓
也
氏
か
ら
多
く
の
ご
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
西
大
寺
文
化
資
料
館
に
お
け
る
所
蔵
調
査
は
、
聖
望
学
園

高
等
学
校
非
常
勤
講
師
高
橋
未
来
氏
に
協
力
を
依
頼
し
て
行
い
、
同
館
ス
タ
ッ
フ
の
山

本
鐘
生
氏
か
ら
は
、
資
料
の
来
歴
を
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費15K

16694

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。
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